
平成27年度下呂市   予算は355.6億円
　

合
併
10
周
年
を
経
過
し
、
人
口
減

少
に
よ
る
市
税
の
落
ち
込
み
は
避
け

る
こ
と
が
で
き
ず
、
下
呂
市
を
取
り

巻
く
環
境
は
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
す
る

「
下
呂
市
第
二
次
総
合
計
画
」
を
向

こ
う
10
年
間
の
下
呂
市
の
羅
針
盤
と

捉
え
、
人
口
減
少
・
行
政
改
革
・
地

域
づ
く
り
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
強
く
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
役
所
の
組
織
の
統
廃

合
に
つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
見
直

し
を
行
う
と
と
も
に
、
公
の
施
設
に

つ
い
て
も
見
直
し
を
強
力
に
進
め
、

行
政
の
ス
リ
ム
化
と
効
率
化
を
追
求

し
て
い
き
ま
す
。

◆
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　

昨
年
は
改
め
て
災
害
に
対
す
る
取

り
組
み
の
重
要
性
を
強
く
実
感
し
た

一
年
で
し
た
。
防
災
の
中
核
で
あ
る

消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
、
下
呂
市

防
災
士
会
が
連
携
し
、「
自
分
た
ち

の
命
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

自
助
、
共
助
の
も
と
、
市
民
意
識
と

防
災
基
盤
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

市
立
金
山
病
院
と
県
立
下
呂
温
泉

病
院
の
病
院
建
設
が
完
了
し
、
よ
り

良
い
医
療
環
境
が
整
い
ま
し
た
。
市

内
の
医
療
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、

将
来
に
わ
た
り
地
域
医
療
の
拠
点
と

す
る
た
め
「
下
呂
市
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
基
に
医
療
政
策
を
進
め
ま
す
。

　
「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い

て
は
、
基
本
設
計
、
生
活
環

境
影
響
調
査
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
地
元
と
は

引
き
続
き
、
地
域
振
興
策
な

ど
の
関
係
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援

は
下
呂
市
に
と
っ
て
大
切
な
施

策
と
考
え
て
お
り
、
財
政
が
厳

し
さ
を
増
す
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
引
き
続
き
制
度
を
維
持
す
る
と
と

も
に
予
防
接
種
事
業
な
ど
の
費
用
助

成
拡
充
を
行
い
ま
す
。

◆
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

　

道
路
整
備
で
は
、
濃
飛
横
断
自
動

車
道
、
国
道
41
号
、
国
道
２
５
７
号

な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
整
備
に

つ
い
て
、
国
・
県
に
強
く
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
農
業
を
取
り
巻
く
状

況
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

地
域
振
興
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

る
新
規
就
農
者
の
確
保
に
は
引
き
続

き
全
力
を
注
ぎ
、円
滑
な
地
域
農
業
、

地
域
環
境
を
持
続
す
る
た
め
の
「
集

落
営
農
」
へ
の
誘
導
に
努
め
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県

内
外
の
自
治
体
と
の
連
携
に
よ
る
広

域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
の
形
成
に
向
け

た
取
り
組
み
の
強
化
と
国
内
外
へ
の

観
光
交
流
人
口
の
増
加
に
向
け
て
集

中
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
関
係
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
外
で
開
催
さ
れ
る

移
住
相
談
会
に
参
加
し
、
市
内
企
業

の
情
報
発
信
を
行
い
、
地
元
企
業
へ

の
就
職
者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　

教
育
関
連
と
し
ま
し
て
、
安
心
で

安
全
な
学
校
教
育
を
実
現
す
る
た
め
、

今
年
度
は
金
山
中
学
校
屋
内
運
動
場

の
大
規
模
改
修
、
小
学
校
６
校
お
よ

び
中
学
校
４
校
に
お
い
て
非
構
造
部

材
の
耐
震
化
工
事
を
行
い
ま
す
。

◆
信
頼
さ
れ
る
市
政
運
営

　

下
呂
市
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

地
域
づ
く
り
は
、
地
域
の
暮
ら
し
を

支
え
る
た
め
、
あ
る
い
は
地
域
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
を
進
め

る
た
め
に
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
に

市
民
自
ら
が
関
心
を
持
っ
て
取
り
組

む
「
地
域
力
」
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
地
域
づ
く
り
の

拠
点
と
な
る
す
べ
て
の
振
興
事
務
所

に
「
地
域
力
向
上
支
援
員
」
を
２
名

配
置
し
、地
域
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、公
の
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
元
関
係
者
、
施
設
利
用
者
施
設
管

理
者
に
し
っ
か
り
説
明
し
な
が
ら
協

議
を
進
め
ま
す
。

「
も
っ
と
住
み
た
い 

訪
れ
た
い 

み
ん
な
の
ふ
る
さ
と 

わ
く
わ
く
下
呂
市
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
実
現
を
目
指
す　

地
域
活
力
創
出
予
算

平成 27年度下呂市予算

2015. 4 GERO 2 

市
長
施
政
方
針



会計別予算額と前年度比較（金額は千円以下を四捨五入。合計は合致しない場合があります）

会　計　名 ２7 年度当初 ２6 年度当初 増減率

一 般 会 計 206億4,000万円 194億4,000万円 6.2%

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業（事業勘定） 46億123万円 42億8,846万円 7.3%
後期高齢者医療 4億7,145万円 4億6,126万円 2.2%
介護保険（介護サービス事業勘定） 1億8,338万円 2億897万円 △ 12.2%
介護保険（保険事業勘定） 36億7,583万円 34億1,528万円 7.6%
簡易水道事業 9億7,410万円 7億4,130万円 31.4%
下水道事業 22億8,570万円 23億1,520万円 △ 1.3%
国民健康保険事業（診療施設勘定） 2億5,533万円 2億7,279万円 △ 6.4%
下呂財産区 428万円 340万円 25.9%
学校給食費 1億6,128万円 0 皆増

小　　計 126億1,258万円 117億666万円 7.7%
公
営
企
業
会
計

水道事業 3億3,919万円 6億6,592万円 △ 49.1%
下呂温泉合掌村事業 2億6,227万円 5億3,558万円 △ 51.0%
金山病院事業 17億608万円 16億503万円 6.3%

小　　計 23億754万円 28億652万円 △ 17.8%

合　　計 355億6,012万円 339億5,318万円 4.7%

平成27年度下呂市   予算は355.6億円
平成 27年度下呂市予算
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◆
歳
入

　

市
税
は
、
44
億
９
０
９
２
万
円
と
前
年

度
当
初
比
1.9
％
の
減
少
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
個
人
市
民
税
は
、
納
税
義
務
者
及
び

労
働
人
口
の
減
少
に
よ
り
前
年
度
決
算
見

込
比
1.0
％
の
減
少
、
法
人
市
民
税
は
、
法

人
数
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状

況
が
続
い
て
お
り
、
前
年
度
当
初
比
5.9
％

の
減
少
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
固
定
資
産

税
は
、
土
地
価
格
の
下
落
や
償
却
資
産
の

減
価
、
家
屋
の
評
価
替
え
の
影
響
な
ど
で
、

前
年
度
当
初
比
3.8
％
の
減
少
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
一
方
で
、
軽
自
動
車
税
は
、
自

家
用
４
輪
乗
用
車
の
大
幅
な
台
数
増
を
見

込
み
前
年
度
当
初
比
2.6
％
の
増
加
、
入
湯

税
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
日
帰
り
客
へ
の

課
税
が
は
じ
ま
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
当

初
比
2.4
％
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

市
税
全
体
と
し
て
は
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税
の
段
階

的
な
縮
減
の
影
響
に
よ
り
前
年
度
当
初

比
４
億
円
の
減
額
、
特
別
交
付
税
を
合
わ

せ
た
地
方
交
付
税
総
額
は
前
年
度
当
初
比

３
億
３
千
万
円
（
3.9
％
）
の
減
額
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
災
害
復
旧
負
担
金
や

防
災
・
安
全
交
付
金
、
学
校
施
設
環
境
改

善
交
付
金
の
増
額
な
ど
に
よ
り
前
年
度
当

初
比
16
・
３
％
の
増
加
、
県
支
出
金
は
、

県
議
会
議
員
選
挙
交
付
金
や
国
勢
調
査
の

実
施
に
伴
う
委
託
金
な
ど
が
増
額
と
な
り

前
年
度
当
初
比
8.0
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

◆
歳
出

　

扶
助
費
は
、
福
祉
医
療
費
助
成
事
業
、

児
童
手
当
給
付
費
な
ど
の
減
額
に
よ
り
前

年
度
当
初
比
2.2
％
の
減
少
、
人
件
費
は
、

退
職
手
当
組
合
負
担
金
の
減
額
、
職
員
給

与
の
減
額
支
給
（
平
均
４
％
）
の
継
続
に

よ
り
前
年
度
当
初
比
1.2
％
の
減
少
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
市
債
の
償
還
金
で
あ
る
公

債
費
は
、
前
年
度
当
初
比
3.5
％
の
増
加
を

見
込
ん
で
お
り
、
義
務
的
経
費
全
体
と
し

て
前
年
度
当
初
比
0.2
％
の
増
加
で
予
算
全

体
に
占
め
る
割
合
は
41
・
２
％
と
な
り
ま

す
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
環
境
衛
生
施
設

整
備
事
業
や
あ
さ
ぎ
り
ス
ポ
ー
ツ
公
園
施

設
整
備
事
業
、
旧
下
呂
温
泉
病
院
跡
地
の

購
入
な
ど
の
大
規
模
事
業
に
着
手
す
る
こ

と
か
ら
前
年
度
当
初
比
10
億
２
２
４
万
円

（
72
・
９
％
）
の
増
額
、
災
害
復
旧
費
へ

平
成
26
年
８
月
豪
雨
災
害
復
旧
工
事
に
伴

う
経
費
１
億
８
８
９
６
万
円
を
計
上
し
、

投
資
的
経
費
全
体
と
し
て
前
年
度
当
初
比

86
・
６
％
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

物
件
費
は
、
公
設
民
営
保
育
所
の
指
定

管
理
料
な
ど
の
増
額
に
よ
り
前
年
度
当
初

比
1.7
％
の
増
加
、
維
持
補
修
費
は
、
ゴ
ミ

処
理
施
設
維
持
補
修
費
の
減
少
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
当
初
比
10
％
の
減
少
、
補
助

費
等
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
減
少
な
ど

に
よ
り
前
年
度
当
初
比
4.2
％
の
減
少
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
２
０
６
億
４
千
万

円
（
前
年
度
当
初
比
12
億
円
増
、
6.2
％
増
）
で
、
特
別
会
計
・
公
営
企
業

会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、
３
５
５
億
６
０
１
２
万
円
（
前
年
度
当

初
比
16
億
６
９
４
万
円
増
、
4.7
％
増
）
で
、
大
規
模
事
業
の
進
展
が
影
響

し
て
４
年
ぶ
り
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。


